
第
１
回

第
２
回

第
３
回

第
４
回

❶ ‐１：水稲の作付面積につい
て、行政記録情報等の活用
により従前同様の公表を維
持しつつ、地方農政局等の
職員及び統計調査員が行っ
ていた実測調査による情報
の収集(全国で約10,000単位
区)は取りやめ

● ● ・引き続き審議
（行政記録情報等を活用し、調査の効率化を図るという方向性については、お
おむね賛同が得られたが、本調査における作付面積調査の結果と活用する
行政記録情報等のデータ比較について、一時点ではなく、複数年のデータ比
較を行う必要があるとの意見があったため、次回部会で確認することとなっ
た。）

【委員等からの主な意見】
◆行政記録情報等の活用は妥当であると考えるが、政策の見直しが進む中
で、行政記録情報等の把握内容が変化したときに、本調査への活用の仕方
にも変更が生じ得るので、常に留意が必要である。

◆県別のデータ比較では整合率が92％と低調な県もあるため、その理由を確
認するとともに、集計時のデータ補完を重点的に行う必要があるのではない
か。

❶ ‐２：さとうきびに係る調査（作
付面積調査・収穫量調査）に
ついて、地方公共団体が保
有する行政記録情報等の活
用により、本調査の報告者
数を縮減した上で、従前同様
の公表を維持

● ・適当と整理
（行政記録情報等の活用により、調査に係る報告負担及び事務負担の軽減
を図りつつ、これまでと同様の公表を継続するものであること）

❷ ‐１：作付面積調査について、
農林業経営体を調査対象に
追加

（収穫量調査については、既に調査
対象になっており、今回の変更によ
り、同じ農林業経営体に対して、両調
査を一体的に実施）

● ●

❷ ‐２：❷‐１に伴い、本調査で
用いる調査票の見直し・再編

（多くの調査票について、様式番号又
は調査票の表題に変更が生じるが、
農林業経営体に対する調査票につ
いては、これまでの収穫量調査にお
いても作付面積も併せて回答を求め
ていたことから、調査事項の実質的
変更は小規模）

● ●

❷ ‐３：❷‐１に伴い、農林業経
営体の標本設計を見直し

● ●

❸ ：地方農政局等を経由して
行っていた郵送･オンライン
調査を、民間委託化しつつ、
大規模な農林業経営体に対
する調査については、職員
調査・調査員調査を導入

●

❹ ：３年又は６年ごとに行ってい
た全国調査の実施周期を５
年に統一

（全国調査の実施年以外は、主産県
調査を実施。したがって、主産県につ
いては、毎年調査を実施）

●

産業統計部会の審議状況について（報告）
（作物統計調査の変更）

項　目 変更内容等

部会審議

審議の状況

１ 行政記録情
報等の活用によ
る調査の効率化

２ 水稲以外の
作物に関する調
査の変更

・引き続き審議
（❷‐１から❷‐３については、相互に密接に関連するため、一体的に審議を
行ったが、次回部会においても引き続き審議を行う。）

【委員等からの主な意見】
◆関係団体等と農林業経営体の両方を調査対象にすることに伴う重複把握
を排除するために、経営体調査の母集団情報から「関係団体等だけに出荷し
ている農林業経営体は除く」ということであるが、農林業センサスによる母集
団の更新は５年に一度であり、その間における農林業経営体における出荷形
態の変化に、どのように対応するのか。

◆「母集団名簿の更新が十分に行えないとしても、作物ごとの主産県にほと
んど変化がないため影響が少ない」旨の説明がなされたが、説明のロジック
が分からなかったので、改めて説明してほしい。

◆現状において、関係団体等に対する作付面積調査で必要な情報が得られ
ず、巡回・見積り及び情報収集に頼っている作物もあるが、農林業経営体を
作付面積調査の対象に追加することで、データ不足の問題は解消するのか。
変更前後において、結果に断層は生じないのか。

（第２回部会において審議予定）
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項　目 変更内容等

部会審議

審議の状況

❺ ‐１：一部の作物（大豆、果
樹）に係る関係団体等に対
する作付面積調査を、収穫
量調査の実施時期に合わせ
て一体的に実施（調査票に
ついても統合）

●

❺ ‐２：一部の作物（大豆、果
樹、かんしょ、そば、さとうき
び）について、公表時期の変
更

（大豆、果樹については、前記❺‐１
に連動）

●

３ 耕地面積調
査に関する変更

❺ ‐３：❺‐２に連動して、耕地
面積調査の詳細（確報に相
当）の公表時期を変更

　 ●

※部会日程

　　・第１回（第126回産業統計部会）：令和６年12月26日（木）に開催

　　・第２回（第127回産業統計部会）：令和７年１月24日（金）に開催予定

　　・第３回（第128回産業統計部会）：令和７年２月14日（金）に開催予定

　　・第４回（第129回産業統計部会）：令和７年３月３日（月）に開催予定

（第３回部会において審議予定）
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